
昭和56年8月洪水とタイムラインに関するシンポジウム  
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図で見る北海道の気候：札幌管区気象台より 

【日本海側】雪による降水も多い。 
【太平洋側】南からの暖かく湿った  
  空気が山で上昇し雨雲発達。 
 
 

北海道の年間降水量は一般に1,000ミリ程度 

えりも町目黒 
 ２１４１ミリ 

登別市カルルス２３６０ミリ 
白老町森野  ２２２５ミリ 

積丹町美国 
１８８２ミリ 

石狩川流域は年間 
1,000ミリ～ 
1,300ミリ程度 

気象官署及びアメダスのデータによる 2 

 

北海道の1年間の降水量(平年値)    



 

「前線」はなぜ悪さをするのか？ 

寒冷前線 

温暖前線 

前線とは、性質の違う空気の境目 

上昇気流と水蒸気があって雨雲ができる！ 
※寒冷前線が温暖前線に追いつくと「閉塞前線」となります。 

＜温暖前線＞ 

寒気 
暖気 

暖気が寒気に乗り上げる 

乱層雲 

寒気 
暖気 

＜寒冷前線＞ 

寒気が暖気を押し上げる 

積乱雲 
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北海道の大雨パターン   

北海道に前線が停滞しているところに      
南から台風（熱帯低気圧）が北上 

台風の周辺から水蒸気を大量に含んだ暖かく湿った空気が送り込まれ、前線の活動が
活発になる。前線による雨とその後の台風本体による雨雲により長時間大雨が続く。 

前線 ＋ 台風 ＝ 大雨 
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「56水害」昭和56年（1981年）8月3日～6日 

  

なんといっても56水害 

西豊沼付近 
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そのとき何が 

台風第12号と前線による大雨。石狩川流域で大規模な氾濫
発生。道内の死者8名、負傷者14名。被害総額約2700億円。 



台風第12号からの暖かく湿った空気が流入し、前線活動が活発化
して広い範囲で大雨となる。 

 昭和56年8月3日～6日にかけての総雨量 
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時間雨量と積算雨量 1981年08月03日01時～1981年08月07日01時 
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地上天気図 

8月3日09時 

台風第12号 

× 

8 

昭和56年（1981）8月3日～6日 台風第12号と停滞
前線 



地上天気図 

× 

8月3日21時 
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昭和56年（1981）8月3日～6日 台風第12号と停滞
前線 



地上天気図 

× 

8月4日09時 
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昭和56年（1981）8月3日～6日 台風第12号と停滞
前線 



地上天気図 

× 

8月4日21時 
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昭和56年（1981）8月3日～6日 台風第12号と停滞
前線 



地上天気図 

× 

8月5日09時 
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昭和56年（1981）8月3日～6日 台風第12号と停滞
前線 



地上天気図 

× 

8月5日21時 
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昭和56年（1981）8月3日～6日 台風第12号と停滞
前線 



昭和56（1981）年8月23日 台風15号の大雨による洪水「北海道新聞 
 

新聞記事には 

昭和56年（1981）8月3日～6日 台風第12号と停滞
前線 

３５０ミリ豪雨 道央マヒ 
浸水１万戸超す  
３人不明２人けが  

札幌の住宅５千戸被害 

石狩川あふれる 
旭川近郊と深川で 

全道で４万人避難 
濁流、市街地へ流入 

 １．５㌔間で堤防越す 

「道央マヒ」残し 豪雨去る 
被害じん大 復旧メド立たず 

  江別市は1/3が水没 14 



  

昭和56年8月 
の水害はこれで 
終わらなかった 
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昭和56（1981）年8月21日～23日の大雨 

     財団法人：石狩川振興財団書籍案内
http://www.ishikari.or.jp/syupan/s020syoseki.html 

孤立波 
豊平川22条橋上流で発生（北海道開発協会蔵） 

台風12号の約2週間後の23日、 追い打ちをかけるように台風
15号が北海道を襲い、札幌で総雨量229mmの雨が再び発生し、 
二度目の記録的な大洪水をもたらした。全道で死者2名、負傷
者54名。 
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昭和56（1981）年8月23日 台風15号の大雨による
洪水 
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22日は、北海道付近に低気圧接近。23日は、台風第15号が北海
道西海上を北上し、宗谷海峡付近で温帯低気圧に変わった。 

18 
札幌の24時間降水量220ミリ（23日）は観測史上1位で、この記録
は現在も更新されていない。 

昭和56（1981）年8月23日 台風15号の大雨による
洪水 



● 56水害 
 
  昭和56年8月の水害 
   今でも 
    このときの降雨記録が 
     歴代１位多数 

★歴代１位＝観測を開始してから一番の値 

19 
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道内の大雨ランキング（観測史上1位の値） 

48時間降水量 

1時間降水量 

mm 
①登別 509 1983/9/26 
②中杵臼 508 1981/7/7 
  ③白老   456 1987/8/27 
  ④宇登呂 430 1981/8/6 

①苫小牧 126 1950/8/1 
 ②登別  126 1983/9/25 
  ③長万部 90 1985/9/1 

ランキングデータは2016年7月24日気象庁ホームページにて取得 



48時間降水量で今も５６水害時の記録が 
観測史上１位の観測点ベスト10 

５６水害時の記録が、今も観測史上１位の観測点は64か所。 

21 （アメダス225地点中の2016年7月23現在の順位） 



 大雨=災害が発生する恐れのある雨。 
 
 大雨は、たくさんの水蒸気が集まり上昇して雲が
発達するところで起きる。 
 低気圧や前線付近で、大雨が長時間かつ広範囲に
続くと56水害のような災害が発生するし、大気の状
態が不安定なときは、晴れていても急に激しい雷雨
となり局地的大雨となることがある。 

22 

●条件がそろえば、大雨はどこでも降る。 
●５６水害時の４８時間雨量が一番の地域も、 
  何れ、これらの記録は更新される。 

災害を引き起こす大雨 



次はどうする 

  

いざという時には 
的確に状況を把握し 
最善の判断をしたい 

  

  

情報を適切に 
使いこなし 
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特別警報・警報・注意報などの 
防災気象情報の種類 

出典 > 気象業務はいま ２０１５ >  1章 国民の安全･安心を支える気象情報  

※ここでいう「気象情報」とは、警報等とは別に、文章または図・表を用いて 
 気象状況を解説した情報のことです。  

24 

http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/hakusho/2015/index.html
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/hakusho/2015/index.html
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/hakusho/2015/index.html


 

警報・注意報発表基準の設定 
• 地域の災害と災害を引き起こした現象の対応を調べて決

めている。(適宜の見直しあり) 
• 注意報基準は、注意が必要となるスタート位置、警報基

準は注意と警戒の境目に設定。 
• 基準を安全再度にシフトすると、発表回数は増える。 
• 特別警報(気象)は、「数十年に一度」という定性的な基

準のため、現象に対応する指標を設定している。 

（注） 発表にあ
たっては、降水量、
積雪量、台風の中
心気圧、最大風速
などについて過去
の災害事例に照ら
して算出した客観
的な指標を設け、
これらの実況およ
び予想に基づいて
判断をします。  

特別警報【気象】の発表基準 

25 



 

警報・注意報のリードタイム 

 気象警報・注意報は、災害に結びつくような激し
い現象が発生する概ね３～６時間前に発表を、その
うち短時間の強い雨に伴う大雨警報・注意報及び洪
水警報・ 注意報については概ね２～３時間前に発表
をすることとしています。 
  

 こうした猶予時間 （リードタイム）は、警報・注
意報が防災機関や住民に伝わり安全確保行動がとら
れるまでにかかる時間を考慮して設けていますが、
現象の予想が難しい場合には、リードタイムが確保
できない場合もあります。  

出典 > 気象業務はいま ２０１５ >  1章 国民の安全･安心を支える気象情報  26 

http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/hakusho/2015/index.html
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/hakusho/2015/index.html
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/hakusho/2015/index.html


 

天気予報における一日の時間細分 

警報注意報や気象情
報では、この時間帯を
用いている。 

何時何分のような予想
は難しいため、この時
間細分としている。 

ある程度のずれは考慮
して利用する。 

一年を通し、日本全国
共通で用いるようにし
ている。 

27 



気象情報で事前の備え 

時間帯
の区分 28 



平成■■年 ８月5日１８時２７分 札幌管区気象台発表 
 

石狩・空知・後志地方の注意警戒事項 
 石狩、空知、後志地方では、６日昼前まで土砂災害や河川の 
増水に警戒してください。 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
札幌市 [発表] 大雨(土砂災害)，洪水警報 
    [継続] 強風注意報 
特記事項 土砂災害警戒 浸水注意 
     ６日朝までに暴風警報に切り替える可能性がある 
土砂災害 警戒期間 ６日昼前まで 
     注意期間 ６日昼過ぎまで 
浸水   警戒期間 ６日明け方から ６日昼前まで 
     注意期間 ６日昼前まで 
     雨のピークは６日明け方 
     １時間最大雨量  ４０ミリ 
洪水   警戒期間 ６日昼前まで 
     注意期間 ６日昼過ぎまで 
風    警戒期間 6日朝から 6日昼前まで 
     注意期間 ６日夜のはじめ頃にかけて 以後も続く 
     南の風 
     陸上 最大風速 20メートル 
     風のピークは6日朝 
・・・・・以降省略・・・・・・・・・・・・ 

石狩・空知・後志地方全
体の注意警戒事項を記述。 

ここから市町村の予想 

雨のピークは何時？ 
最大雨量は警報基準の50
ミリに近いぞ！ 

★最大風速の20㍍は、 
暴風警報基準の18㍍より
強いぞ！ 
ピークは明日朝だ！ 

注意警戒が必要な事項や
期間、ピーク時間、雨量
などの予想最大値を記載。  

土砂災害や浸水に関する
注意警戒や、警報発表の
可能性を「特記事項」と
して表示。  

警報・注意報で詳細確認 

29 



大雨警報(浸水害) 大雨警報(土砂災害) 

短時間に激しい雨が降ること
で、下水等の排水能力を上
回って発生する浸水害を対象。 

大雨や長雨で土壌中の水分が飽
和して発生する「がけ崩れ」や
「土石流」を対象とする。 

＜発表基準＞ 
1時間雨量または3時間雨量 
(例) 滝川市 平坦地  ：3時間雨量80ミリ 
     平坦地以外 ：1時間雨量50ミリ 

＜発表基準＞ 
土壌雨量指数 

降った雨が土壌中に水分量としてどれだけ 
  

貯まっているかを、指数化したもの 
30 30 

大雨警報は 浸水 と 土砂 の2役 



降水ナウキャスト 雷ナウキャスト 竜巻発生確度 
ナウキャスト 

６時間先までは 解析雨量と降水短時間予報  

１時間先までは３つのレーダー・ナウキャスト 

 

危機感の把握は「ナウキャスト３兄弟」 

31 



雨の強さと降り方 
【猛烈な雨】1時間に80ミリ～  

50ミリくらいから、白っぽく
なり、80ミリ以上だと、息苦
しくなるような圧迫感がある。 
恐怖を感ずる  

雨による大規模な災害の発生
する恐れが強く、厳重な警戒
が必要。 

★「記録的短時間大雨情報」レベル★ 

32 



  

記録的短時間大雨情報 

石狩・空知地方の基準は：１時間に100ミリ以上の猛烈な雨 

数年に一度程度しか発生しないような短時間の 
大雨を、観測又は解析したときに発表する情報 
  

現在の雨がその地域にとって災害の発生につな 
がるような、稀にしか観測しない雨量であるこ 
とを知らせ、重大な災害の危険性が高まってい 
ることを周知 

各地の発表基準 

  

空知地方記録的短時間大雨情報 第１号 
平成■■年8月4日02時54分  札幌管区気象台発表 

 02時30分北海道で記録的短時間大雨 
 新十津川町付近で 約100ミリ  

発表イメージ 

猛烈な雨 

恐怖感を感じる 

33 



土砂災害や水害発生と対応の良い 2つの指標 

流域雨量指数 
流域で降った雨の量や流下する
時間などを考慮し、対象区域の
洪水の危険度を表現した指数 

土壌雨量指数 
降った雨が土壌中にど
れだけ貯まっているか
を見積もり、土砂災害
の危険性を示した指数 

34 



大雨警報（土砂災害） 
が発表されている 

状況で 
土砂災害の危険度が 
非常に高まった 
ときに発表。 

   

土砂災害警戒情報 
（北海道では振興局と気象台の共同発表） 

     
 ★市町村の避難勧告や避難 
  指示を発令する際の判断。  
 ★住民の皆さんの自主避難 
  の参考とする 。 

いつ崩れても 
おかしくない 

35 



  

【土砂災害警戒判定メッシュ情報】(気象庁） 

判定メッシュ情報の種類 
 
■警戒情報の基準超過 
 
■予想で警戒情報基準超過 
 
■大雨警報の 
  土壌雨量指数基準を超過 
 
■大雨注意報の 
  土壌雨量指数基準を超過 
 
□大雨注意報の 
  土壌雨量指数基準未満 
 
■対象外の領域 (海上など) 

平成26年9月14日08時00分 
の石狩・空知・後志地方 

36 

(気象庁ＨＰ発表例） 



  

土砂災害危険度情報(北海道のホームページ） 

平成23年8月14日21時
の 

土砂災害危険度情報 

北海道ホーム > 建設部 > 土木局河川砂防課 > 河川砂防課のトップページ  の 「北海道土砂災害警戒情報システム」  37 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kn/index.htm
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kn/kss/index.htm
http://www.njwa.jp/hokkaido-sabou/
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土砂災害危険度情報(北海道のホームページ） 



指定河川洪水予報 
と洪水警報・注意報 

  

指定河川洪水予報 
（河川管理者と気象庁の共

同発表） 

  

洪水警報・注意報 
（気象庁単独） 

特定河川の特定区間
を対象に、水防活動
用に、河川名を冠し
、水位または流量を
示して、予報する。 

予報区域内を対象に
、洪水によって重大
な災害(災害)の恐れ
がある旨を広く警告
（注意）する。 

水位予測は行ってい
ない。 

※図は長さ10km以上の河川を表示：気象台青木氏提供 39 
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指定河川洪水予報（河川管理者と気象庁の共同発表） 



  

滝川市にとって重要な水位観測所【基準観測所】 

橋本町水位観測所 

赤平水位観測所 
滝
川
市 

41 



 

「石狩川下流洪水予報」発表時の 
滝川市に関連する水位観測所の水位と対象地域 

※川の下流に向かって右側が右岸、左側が左岸。        42 

  

【橋本町水位観測所 】 
   受け持ち区間 左岸：滝川市 右岸：新十津川町、雨竜町 
 はん濫危険水位  27.00m ■レベル４ はん濫危険水位超過  
 避難判断水位  26.50m  ■レベル３ 避難判断水位超過 
 はん濫注意水位  24.60m ■レベル２ はん濫注意水位（警戒水位）超過   
 水防団待機水位  23.20m ■レベル１ 水防団待機水位超過  
 平常水位 19.01m  
   対象地区 石狩川左岸 滝川市中島町から滝川市江部乙町  
        石狩川右岸 新十津川町弥生から雨竜町５区  
    

【赤平水位観測所 】 
   受け持ち区間 左岸：砂川市、赤平市、芦別市 右岸：滝川市、赤平市、芦別市  
 はん濫危険水位  48.30m   ■レベル４ はん濫危険水位超過  
 避難判断水位  47.70m  ■レベル３ 避難判断水位超過 
 はん濫注意水位  44.90m   ■レベル２ はん濫注意水位（警戒水位）超過  
 水防団待機水位  43.60m   ■レベル１ 水防団待機水位超過 
 平常水位 9.01m  
   対象地区 空知川左岸 砂川市空知太から赤平市、芦別市野花南町 
        空知川右岸 滝川市中島町から赤平市、芦別市滝里町 



  

石狩川下流はん濫警戒情報（発表イメージ） 

石狩川下流はん濫警戒情報  石狩川下流洪水予報 第2号 
  
洪水警報（発表）      平成■■年8月4日19時30分     
       札幌開発建設部・札幌管区気象台 共同発表  
  

 石狩川下流では、避難判断水位（レベル３）に到達し、今
後、水位はさらに上昇する見込み   
  

主文  
 石狩川の橋本町水位観測所（新十津川町）では、4日19時
10分頃に、避難準備情報等の発令の目安となる「避難判断
水位（レベル３）」に到達しました。 
  

 今後、水位はさらに上昇する見込みです。 
  

 市町村からの避難情報に十分注意するとともに、適切な防
災行動をとって下さい。   
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川の防災情報で 
水位の変化を的確に把握！ 
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3時間先までの 
指数の様子を予想 

危機感共有のための情報 ⇒ 規格化版流域雨量指数 
洪水時のイメージ 

45 

 

洪水警報・注意報（気象庁単独）の指標 

各指数は市町村
や防災機関と共

有 

洪水警報・注意報発表基準 ⇒ 流域雨量指数 
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お薦め、気象・河川情報サイトの紹介 



  

最後に、気象・河川情報活用のコツ 
情報に求められていること 
• もっと分かりやすくしてほしい 
• もっと詳しく知りたい 
  

情報の現状は 
• 日々努力しているが限界もある 
• 専門的用語を使わなければならないこともある 
  

活用のコツは 
• 詳しい気象・河川の情報は自ら取りに行く! 
      →そこで得た危機感を周りと共有 
• 予想には不確定が伴う→常に最新の情報を入手 
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終 
ご清聴ありがとうございました 
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気象災害による犠牲者ゼロ！ 
危機感を感じとり 

 安全サイドに心をシフト！ 


